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11演 「ヽ備で忙しい藤1場に パトロンであるブイヨン公爵が大鼓持ちのlll・ t長と人にやって来る.劇回の監

“

ミショネは看杖女優のアド

リアーナを受しているか 彼女はマウリツィオと恋仲である.ブイヨン公好は■人の女優デェクロがマウリツィオと密会すると勘違いし 違

|き現場でパーティーをしようと皆を誘う.

実はマウリツィオは■・Lとの力密な交渉をブイヨン公飢夫人に依頼しており、デュクロは使いをしただけ 公爵夫人はマウリツィオを2し

ていたが 彼の心変わりに気付き アドリア=すが■に噂った
スミレのlL束に嫉妬する 公爵 行が到着し 公爵夫人は別室に隠オιる ア

ドリアーナはマウリツィオがlu爵でl.る ことを知って驚くが 彼に

"室
の女性を逃かしてはしいと頼まオ[告が外へ出た隙に手助けする

しかし時間の中でお互いか恋餃であることを直感する。

後日 公爵の●会にrl.れたアドリアーナの■を目いて 探していた恋敵が彼女だと気付いた公I‐l夫人はマウリツィオか決間で大l■我を
したと嘘をつき 彼女の反応を確かめる.公鳳夫人が逃げる際に落とした腕輸を持っていたアドリアーナも その持ち上が公爵夫人である

ことを確かめ 火花を散ら,余 興に「捨てられたアリアンた の独自を求めた公爵夫人だが アドリアーナが進んだのは '不倫を告白する
フェードラJの合.● .他与された公爵夫人は復管を誓う.

アドリアーナの誕生口に 劇回の仲間たちがお祝いに場区けつける.そこへ [マウリツィオよりJと書かオした小箱が届き、かつて彼女がllっ

たスミレのイι東が入っていた。そのイとには毒が|:込まれており 彼々の生気を奪う やがてマウリツィオがやって来て求婚し 彼女も承詰

するが 毒が回って意識が混綱し、栄光の舞台の台詞を叫ぶと息絶えてしまう.

7 CAST J

扇1指担 :塚口馨―

コレベティトール i藤原オヽ子 二輪果 守屋血樹

演出補  田かおり

美術 :高村ⅢIL r

照ワ|:古 円茂夫 (ライズ プランナーズ ユニオン)

大道具 :アクトコール

ヘア メイク :藤原宏行騨

ブイヨン公爵夫人
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